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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　表示手段と、
　設定されたインターバル時間おきに前記撮像手段で撮像を行い、撮像された画像を記録
媒体に記録する繰り返し記録処理が行われる期間において、
　前記インターバル時間が特定の時間以上である場合には、各撮像が終了したことに応じ
て前記表示手段で行われていたライブビュー表示を非表示にするとともに前記撮像手段の
駆動を停止し、前記撮像手段の駆動が停止した後、前記繰り返し記録処理における記録の
ための次の撮像の前に、前記撮像手段を駆動し、前記撮像手段で撮像された画像に基づく
特定の準備処理を行い、前記特定の準備処理の後に撮像を行い、
　前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合には、前記表示手段で行われて
いたライブビュー表示を非表示にしても前記撮像手段の駆動は停止せずに、前記繰り返し
記録処理における記録のための次の撮影の前に、前記撮像手段で撮像された画像に基づく
前記特定の準備処理を行い、前記特定の準備処理の後に撮像を行う
ように制御する制御手段と、
　前記特定の準備処理を前記各撮像の際に行うか否かを設定する設定手段を有し、
　前記制御手段は、
　　前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合には、前記インターバル時間
が前記特定の時間以上である場合よりも、前記特定の準備処理を、前記繰り返し記録処理
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における記録のための各撮像から近いタイミングで行うように制御し、
　　前記設定手段によって前記特定の準備処理を前記各撮像の際に行わないように設定さ
れている場合は、前記繰り返し記録処理の１回目の撮像の前に前記特定の準備処理を行い
、前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合にも、前記表示手段で行われて
いたライブビュー表示を非表示にするとともに前記撮像手段の駆動を停止し、前記繰り返
し記録処理における記録のための次の撮影の前に、前記特定の準備処理を行わずに撮像を
行うように制御する
ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記繰り返し記録処理が行われる期間における特定のタイミングで、
前記表示手段で行われていたライブビュー表示を非表示とするように制御する
ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記特定のタイミングは、前記繰り返し記録処理における記録あるいは該記録のための
撮像から所定時間が経過したタイミングを含む
ことを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記特定のタイミングは、ユーザによる非表示とする操作が行われたタイミングを含む
ことを特徴とする請求項２または３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記特定のタイミングは、最後に行われた操作から無操作の状態で所定時間が経過した
タイミングを含む
ことを特徴とする請求項２乃至４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記繰り返し記録処理が行われる期間において、前記表示手段におい
てライブビュー表示が非表示の状態でユーザからの表示指示操作があると、前記表示手段
におけるライブビュー表示が再開されるように制御する
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記特定の準備処理は露出パラメータを自動的に決定する自動露出処理である
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記特定の時間は、前記撮像手段が駆動していない状態から駆動するまでに要する時間
と、前記特定の準備処理に要する時間の最大時間として想定された時間との和以上である
ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記繰り返し記録処理における記録のための撮像の際に、前記撮像手
段が駆動していない場合には、撮像の前に前記撮像手段の駆動を開始してから撮像を行う
ように制御する
ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記表示手段で行われていたライブビュー表示を非表示にした場合に
前記表示手段を消灯または輝度低減するように制御する
ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　撮像手段と表示手段とを有する撮像装置の制御方法であって、
　設定されたインターバル時間おきに前記撮像手段で撮像を行い、撮像された画像を記録
媒体に記録する繰り返し記録処理が行われる期間において、
　前記インターバル時間が特定の時間以上である場合に、各撮像が終了したことに応じて
前記表示手段で行われていたライブビュー表示を非表示にするとともに前記撮像手段の駆
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動を停止し、前記撮像手段の駆動が停止した後、前記繰り返し記録処理における記録のた
めの次の撮像の前に、前記撮像手段を駆動し、前記撮像手段で撮像された画像に基づく特
定の準備処理を行い、前記特定の準備処理の後に撮像を行い、
　前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合に、前記表示手段で行われてい
たライブビュー表示を非表示にしても前記撮像手段の駆動は停止せずに、前記繰り返し記
録処理における記録のための次の撮影の前に、前記撮像手段で撮像された画像に基づく前
記特定の準備処理を行い、前記特定の準備処理の後に撮像を行う
ように制御する制御ステップと、
　前記特定の準備処理を前記各撮像の際に行うか否かを設定する設定ステップを有し、
　前記制御ステップにおいては、
　　前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合には、前記インターバル時間
が前記特定の時間以上である場合よりも、前記特定の準備処理を、前記繰り返し記録処理
における記録のための各撮像から近いタイミングで行うように制御し、
　　前記設定ステップにおいて前記特定の準備処理を前記各撮像の際に行わないように設
定されている場合は、前記繰り返し記録処理の１回目の撮像の前に前記特定の準備処理を
行い、前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合にも、前記表示手段で行わ
れていたライブビュー表示を非表示にするとともに前記撮像手段の駆動を停止し、前記繰
り返し記録処理における記録のための次の撮影の前に、前記特定の準備処理を行わずに撮
像を行うように制御する
ことを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の撮像装置の各手段として機
能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の撮像装置の各手段として機
能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置の処理（機能）として、撮像処理と撮像された画像を記憶部に記録する記録処
理を、設定された時間おきに行う繰り返し記録処理が知られている。繰り返し記録処理は
、「インターバル撮影」、「タイムラプス撮影」、等と呼ばれる。繰り返し記録処理では
、例えば、撮像画像が、動画の１フレームとして記録される。繰り返し記録処理によって
生成された動画は、「タイムラプス動画」などと呼ばれる。繰り返し記録処理によれば、
例えば、タイムラプス動画として、雲、風景、等が実際よりも高速に時間変化する動画を
生成することができる。
【０００３】
　繰り返し記録処理に関する技術は、例えば、特許文献１に開示されている。特許文献１
に開示の技術では、今回の記録処理から次回の記録処理までの時間が所定時間以下である
場合において、次回の記録処理のタイミングが遅れないように、撮像装置の消費電力を一
時的に低減する低減処理が省略される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－２９１８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　タイムラプス動画を生成する場合などにおいて、繰り返し記録期間（繰り返し記録処理
が行われる期間）は長い。そのため、繰り返し記録期間において、撮像装置の消費電力は
小さいことが好ましい。しかしながら、特許文献１に開示の技術では、今回の記録処理か
ら次回の記録処理までの時間が所定時間以下である場合において低減処理が省略される。
そのため、特許文献１に開示の技術では、撮像装置の消費電力が十分に低減されない虞が
ある。また、今回の記録処理から次回の記録処理までの時間が所定時間以下であるか否か
に拘らずに低減処理が行われると、次回の記録処理のタイミングが所望のタイミングから
遅れる虞がある。
【０００６】
　本発明は、繰り返し記録期間において、撮像装置の消費電力の低減と、所望のタイミン
グでの記録処理の実行とをより好適に両立させることができる技術を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の撮像装置は、
　撮像手段と、
　表示手段と、
　設定されたインターバル時間おきに前記撮像手段で撮像を行い、撮像された画像を記録
媒体に記録する繰り返し記録処理が行われる期間において、
　前記インターバル時間が特定の時間以上である場合には、各撮像が終了したことに応じ
て前記表示手段で行われていたライブビュー表示を非表示にするとともに前記撮像手段の
駆動を停止し、前記撮像手段の駆動が停止した後、前記繰り返し記録処理における記録の
ための次の撮像の前に、前記撮像手段を駆動し、前記撮像手段で撮像された画像に基づく
特定の準備処理を行い、前記特定の準備処理の後に撮像を行い、
　前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合には、前記表示手段で行われて
いたライブビュー表示を非表示にしても前記撮像手段の駆動は停止せずに、前記繰り返し
記録処理における記録のための次の撮影の前に、前記撮像手段で撮像された画像に基づく
前記特定の準備処理を行い、前記特定の準備処理の後に撮像を行う
ように制御する制御手段と、
　前記特定の準備処理を前記各撮像の際に行うか否かを設定する設定手段を有し、
　前記制御手段は、
　　前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合には、前記インターバル時間
が前記特定の時間以上である場合よりも、前記特定の準備処理を、前記繰り返し記録処理
における記録のための各撮像から近いタイミングで行うように制御し、
　　前記設定手段によって前記特定の準備処理を前記各撮像の際に行わないように設定さ
れている場合は、前記繰り返し記録処理の１回目の撮像の前に前記特定の準備処理を行い
、前記インターバル時間が前記特定の時間未満である場合にも、前記表示手段で行われて
いたライブビュー表示を非表示にするとともに前記撮像手段の駆動を停止し、前記繰り返
し記録処理における記録のための次の撮影の前に、前記特定の準備処理を行わずに撮像を
行うように制御する
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、繰り返し記録期間において、撮像装置の消費電力の低減と、所望のタ
イミングでの記録処理の実行とをより好適に両立させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態に係るデジタルカメラの外観図
【図２】本実施形態に係るデジタルカメラの構成例を示すブロック図
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【図３】本実施形態に係る繰り返し記録処理の設定画面の一例を示す図
【図４】本実施形態に係る繰り返し記録処理の待機画面と撮影画面の一例を示す図
【図５】本実施形態において解決される課題と本実施形態の効果との一例を示す図
【図６】本実施形態に係る繰り返し記録処理の処理フローの一例を示すフロー図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について説明する。図１（Ａ），１（Ｂ）は、本実施形態に係
る電子機器の一例としてのデジタルカメラ１００の外観図である。図１（Ａ）は斜視図で
あり、図１（Ｂ）は背面図である。
【００１１】
　表示部１１１は、撮像された画像、各種情報、等を表示する。例えば、バックライトユ
ニットと液晶パネルの組み合わせを、表示部１１１として用いることができる。また、自
発光型の表示素子を有する表示パネルを、表示部１１１として用いることもできる。具体
的には、有機ＥＬ表示パネル、プラズマ表示パネル、等を、表示部１１１として用いるこ
とができる。
【００１２】
　シャッターボタン１１６、モードダイアル１１７、Ｍｅｎｕボタン１２４、Ｉｎｆｏボ
タン１２５、及び、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３は、ユーザによる操作を受
け付ける操作部である。
【００１３】
　シャッターボタン１１６は、シャッターボタン１１６に対する操作に応じて、撮影の準
備のための指示、撮影の実行のための指示、等を出力する。
【００１４】
　モードダイアル１１７は、モードダイアル１１７に対する操作に応じて、デジタルカメ
ラ１００の動作モードの切り替えのための指示を出力する。動作モードとして、静止画記
録モード、動画記録モード、等がある。
【００１５】
　Ｍｅｎｕボタン１２４は、Ｍｅｎｕボタン１２４に対する操作に応じて、各種情報の設
定のための指示を出力する。Ｉｎｆｏボタン１２５も、Ｉｎｆｏボタン１２５に対する操
作に応じて、各種情報の設定のための指示を出力する。
【００１６】
　ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３は、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２
３に対する操作に応じて、設定されている動作モードに対応する指示を出力する。例えば
、静止画記録モードが設定されている場合には、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２
３は、ライブビュー表示の開始／終了のための指示を出力する。ライブビュー表示は、ラ
イブビュー画像を表示部１１１がリアルタイムで表示する処理である。ライブビュー表示
が行われることにより、表示部１１１を電子ビューファインダとして用いることができる
。動画記録モードが設定されている場合には、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３
は、動画撮影の開始／終了のための指示を出力する。
【００１７】
　図２は、デジタルカメラ１００の構成例を示すブロック図である。
【００１８】
　バリア１０３は、デジタルカメラ１００の撮像系を覆うことにより、撮像系の汚れや破
損を防止する。撮像系は、少なくとも撮像レンズ１０４を含む。例えば、撮像系は、撮像
レンズ１０４、シャッター１０５、撮像部１０６、等を含む。撮像レンズ１０４は、ズー
ムレンズ、フォーカスレンズ、等を含むレンズ群である。シャッター１０５は、絞り機能
を有するシャッターである。
【００１９】
　撮像部１０６は、光学像を電気信号に変換するＣＣＤやＣＭＯＳ素子等で構成される撮
像素子（イメージセンサ）である。



(6) JP 6957143 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

【００２０】
　Ａ／Ｄ変換器１０７は、撮像部１０６から出力されたアナログ信号をデジタル信号に変
換し、得られたデジタル信号を出力する。
【００２１】
　画像処理部１０２は、Ａ／Ｄ変換器１０７から出力された撮像画像データ、メモリ制御
部１０８から出力された画像データ、等に対して所定の画像処理を施す。所定の画像処理
として、例えば、画素間を補う補間画素を生成する補間処理、画像を縮小または拡大する
リサイズ処理、画像の色を変換する色変換処理、等がある。また、画像処理部１０２は、
撮像画像データを用いた所定の演算処理を行い、演算結果（所定の演算処理の結果）をシ
ステム制御部１０１へ出力する。システム制御部１０１は、画像処理部１０２から出力さ
れた演算結果に基づいて所定の制御処理を行う。
【００２２】
　所定の演算処理として、例えば、撮像部１０６に対する露光量を算出する処理、被写体
までの距離を算出する処理、撮像画像の色調を判断する処理、等がある。システム制御部
１０１は、これら演算処理の結果に基づいて、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ
（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理、
ＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理、等を行う。これら制御処理では、
レンズ１０４の位置、シャッター１０５のシャッター速度、シャッター１０５の絞り、撮
像部１０６の変換特性、Ａ／Ｄ変換器１０７の変換特性、画像処理部１０２の所定の画像
処理で使用されるパラメータ、等が制御される。
【００２３】
　メモリ制御部１０８は、メモリ１０９に対する画像データの書き込み、メモリ１０９か
らの画像データの読み出し、記録媒体１２２に対する画像データの書き込み、記録媒体１
２２からの画像データの読み出し、等を行う。メモリ制御部１０８は、メモリから読み出
した画像データに所定の画像処理を施す必要がある場合に、読み出した画像データを画像
処理部１０２へ出力する。
【００２４】
　Ａ／Ｄ変換器１０７から出力された撮像画像データは、画像処理部１０２とメモリ制御
部１０８を介して、または、メモリ制御部１０８を介して、メモリ１０９に書き込まれる
。メモリ１０９は、デジタル信号である各種画像データ（撮像画像データ、表示部１１１
で表示される他の画像データ、等）を記憶する。メモリ１０９は、所定枚数の静止画、所
定時間の動画、所定時間の音声、等を記憶するのに十分な記憶容量を有する。また、メモ
リ１０９は、表示用のメモリ（ビデオメモリ）を兼ねている。
【００２５】
　Ｄ／Ａ変換器１１０は、メモリ１０９から、メモリ制御部１０８を介して、表示用の画
像データであるデジタル信号を取得し、取得したデジタル信号をアナログ信号に変換し、
得られたアナログ信号を表示部１１１に供給する。そして、表示部１１１は、Ｄ／Ａ変換
器１１０から供給されたアナログ信号に応じて画像を表示する。即ち、メモリ１０９に書
き込まれた表示用の画像データに基づく画像が、表示部１１１で表示される。
【００２６】
　ライブビュー表示の実現方法を説明する。まず、撮像部１０６によって所定の撮像レー
トで撮像され、Ａ／Ｄ変換器１０７によってＡ／Ｄ変換されたデジタル信号がメモリ１０
９に記録される。次に、Ｄ／Ａ変換器１１０が、メモリ１０９から、メモリ制御部１０８
を介して、撮像画像のデジタル信号を取得し、取得したデジタル信号をアナログ信号に変
換し、得られたアナログ信号を表示部１１１に供給する。そして、表示部１１１は、Ｄ／
Ａ変換器１１０から供給されたアナログ信号に応じて画像（ライブビュー画像）を表示す
る。これらの処理がリアルタイムで逐次行わることにより、ライブビュー表示が実現され
る。
【００２７】
　Ａ／Ｄ変換器１０７から出力された撮像画像データは、画像処理部１０２、メモリ制御
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部１０８、及び、記録媒体Ｉ／Ｆ１２１を介して、または、メモリ制御部１０８と記録媒
体Ｉ／Ｆ１２１を介して、記録媒体１２２に書き込まれる。記録媒体Ｉ／Ｆ１２１は、メ
モリカード、ハードディスク、等である記録媒体１２２をデジタルカメラ１００に接続す
るためのインターフェースである。記録媒体１２２として、例えば、半導体メモリ、磁気
ディスク、光ディスク、等を用いることができる。
【００２８】
　不揮発性メモリ１１４は、電気的にデータを記憶したり、記憶しているデータを電気的
に消去したりすることのできるメモリである。不揮発性メモリ１１４として、例えば、Ｅ
ＥＰＲＯＭなどを用いることができる。不揮発性メモリ１１４には、システム制御部１０
１の動作用のパラメータ、システム制御部１０１の動作用のプログラム、等が格納される
。システム制御部１０１の動作用のプログラムは、例えば、後述する処理フローを実現す
るためのプログラムである。
【００２９】
　本実施形態では、メモリ制御部１０８は、設定されたインターバル時間おきに記録処理
を行う繰り返し記録処理を実行可能である。繰り返し記録処理は、「インターバル撮影」
、「タイムラプス撮影」、等と呼ばれる。繰り返し記録処理では、例えば、１回の撮像で
得られた画像が、動画の１フレームとして記録される。繰り返し記録処理によって生成さ
れた動画を「タイムラプス動画」と称する。
【００３０】
　不揮発性メモリ１１４は、繰り返し記録処理に関する設定値（設定された値）を記憶す
る。繰り返し記録処理に関する設定値として、繰り返し記録処理を行うか否かの設定値、
インターバル時間の設定値、及び、繰り返し記録処理における記録処理の回数の設定値が
ある。さらに、繰り返し記録処理に関する設定値として、フレーム毎にＡＥ処理（第２処
理）を行うか否かの設定値、繰り返し記録処理において表示部１１１の消灯を自動で行う
か否かの設定値、等がある。設定値の詳細については後述する。デジタルカメラ１００の
状態、デジタルカメラ１００の周囲の環境（撮像環境）、等に応じて自動で設定値が設定
されてもよいが、本実施形態では、ユーザによる操作に応じて設定値が設定される。
【００３１】
　なお、繰り返し記録処理に関する設定値は、上記複数の設定値に限られない。例えば、
繰り返し記録処理に関する設定値として、上記複数の設定値のいずれかが使用されなくて
もよい。繰り返し記録処理に関する設定値として、繰り返し記録処理によって生成される
タイムラプス動画のフレームレートの設定値が使用されてもよい。繰り返し記録処理に関
する設定値として、繰り返し記録処理によって生成されるタイムラプス動画の画像解像度
の設定値（記録処理によって記録される撮像画像の画像解像度の設定値）が使用されても
よい。繰り返し記録処理に関する設定値として、繰り返し記録処理を行う期間の長さ（時
間）の設定値、表示部１１１を自動で消灯するまでの時間の設定値、ＡＥ処理（自動露出
処理）の実行頻度の設定値、等が使用されてもよい。
【００３２】
　また、第２処理はＡＥ処理（露出値を自動で調整する処理）に限られない。例えば、第
２処理は、露出値とは異なる撮像パラメータ（フォーカス値、シャッター速度値、絞り値
、ＩＳＯ感度値、等）を自動で調整する処理であってもよいし、複数の撮像パラメータを
自動で調整する処理であってもよい。第２処理は、現在までに生成された１つ以上の撮像
画像に基づく処理であり、次の記録処理の対象である撮像画像の生成に関する処理であれ
ばよい。
【００３３】
　システム制御部１０１は、デジタルカメラ１００が有する各機能部の処理、デジタルカ
メラ１００が有する各機能部の状態、等を制御する。例えば、システム制御部１０１は、
メモリ制御部１０８、Ｄ／Ａ変換器１１０、表示部１１１、等に対する制御を行うことに
より、表示部１１１の表示を制御する。システム制御部１０１は、不揮発性メモリ１１４
に記録されたプログラムを実行することで、後述する各処理を実現する。
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【００３４】
　システムメモリ１１３は、データを一時的に記憶するメモリ（ワークメモリ）である。
システムメモリ１１３として、例えば、ＲＡＭを用いることができる。システムメモリ１
１３には、システム制御部１０１の動作用のパラメータ（定数や変数）、不揮発性メモリ
１１４から読み出されたプログラム、等が展開される。
【００３５】
　システムタイマー１１２は、各種制御に用いる時間（例えば、繰り返し記録処理のため
の時間）、内蔵された時計の時刻、等を計測する計時部である。
【００３６】
　Ｍｅｎｕボタン１２４は、Ｍｅｎｕボタン１２４に対してユーザが行った操作に応じて
、各種情報の設定のための指示を、システム制御部１０１へ出力する。Ｉｎｆｏボタン１
２５も、Ｉｎｆｏボタン１２５に対してユーザが行った操作に応じて、各種情報の設定の
ための指示を、システム制御部１０１へ出力する。
【００３７】
　モードダイアル１１７は、モードダイアル１１７に対してユーザが行った操作に応じて
、デジタルカメラ１００の動作モードの切り替えのための指示を、システム制御部１０１
へ出力する。システム制御部１０１は、モードダイアル１１７からの指示に応じて、設定
されている動作モードを、静止画記録モードと動画記録モードを含む複数の動作モードの
間で切り替える。静止画記録モードは、例えば、オート撮影モード、オートシーン判別モ
ード、マニュアルモード、複数のシーン（撮像環境）に対応する複数のシーンモード、プ
ログラムＡＥモード、カスタムモード、等を含む。モードダイアル１１７に対する操作に
より、静止画記録モードに含まれる上記複数の動作モードのいずれかを設定することがで
きる。モードダイアル１１７に対する操作に応じて静止画記録モードが設定された後、他
の操作部に対する操作に応じて、静止画記録モードに含まれる上記複数の動作モードのい
ずれかが設定されてもよい。同様に、動画記録モードに複数の動作モードが含まれてもよ
い。
【００３８】
　ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３は、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２
３に対してユーザが行った操作に応じて、設定されている動作モードに対応する指示を、
システム制御部１０１へ出力する。
【００３９】
　静止画記録モードが設定されており、且つ、ライブビュー表示が行われていない場合を
考える。その場合には、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３は、ライブビュー表示
／動画撮影ボタン１２３に対する操作に応じて、ライブビュー表示開始通知をシステム制
御部１０１へ出力する。そして、システム制御部１０１は、ライブビュー表示開始通知に
応じて、ライブビュー表示を開始する処理を行う。静止画記録モードが設定されており、
且つ、ライブビュー表示が行われている場合を考える。その場合には、ライブビュー表示
／動画撮影ボタン１２３は、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３に対する操作に応
じて、ライブビュー表示終了通知をシステム制御部１０１へ出力する。そして、システム
制御部１０１は、ライブビュー表示終了通知に応じて、ライブビュー表示を終了する処理
を行う。
【００４０】
　動画記録モードが設定されており、且つ、動画撮影が行われていない場合には、ライブ
ビュー表示／動画撮影ボタン１２３は、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３に対す
る操作に応じて、動画撮影開始通知をシステム制御部１０１へ出力する。そして、システ
ム制御部１０１は、動画撮影開始通知に応じて、動画撮影を開始する処理を行う。具体的
には、現在の撮像画像を動画の一部として記録媒体１２２に記録する記録処理の繰り返し
が開始される。動画記録モードが設定されており、且つ、動画撮影が行われている場合に
は、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３は、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１
２３に対する操作に応じて、動画撮影終了通知をシステム制御部１０１へ出力する。そし
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て、システム制御部１０１は、動画撮影終了通知に応じて、動画撮影を終了する処理を行
う。具体的には、上記繰り返しが終了され、上記繰り返しの間に得られた複数の撮像画像
に基づく動画像が、記録媒体１２２に記録される。
【００４１】
　シャッターボタン１１６は、シャッターボタン１１６に対してユーザが行った操作に応
じて、撮影の準備のための指示、撮影の実行のための指示、等を、システム制御部１０１
へ出力する。シャッターボタン１１６は、第１シャッタースイッチ１１６ａと第２シャッ
タースイッチ１１６ｂを有する。
【００４２】
　第１シャッタースイッチ１１６ａは、シャッターボタン１１６に対してユーザが行った
第１の操作に応じて、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１（撮影の準備のための指示）を
システム制御部１０１へ出力する。第１の操作は、例えば、シャッターボタン１１６の状
態を半押し状態にする操作である。システム制御部１０１は、第１シャッタースイッチ信
号ＳＷ１に応じて、ＡＦ処理、ＡＥ処理、ＡＷＢ処理、ＥＦ処理、等を行う。
【００４３】
　第２シャッタースイッチ１１６ｂは、シャッターボタン１１６に対してユーザが行った
第２の操作に応じて、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２（撮影の実行のための指示）を
システム制御部１０１へ出力する。第２の操作は、例えば、シャッターボタン１１６の状
態を全押し状態にする操作である。システム制御部１０１は、第２シャッタースイッチ信
号ＳＷ２に応じて、撮影のための処理を行う。即ち、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２
に応じて撮影が行われる。
【００４４】
　なお、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２に応じた撮影は、撮像された画像を静止画（
静止画ファイル）として記録媒体１２２に記録する記録処理であってもよいし、撮像され
た画像を動画ファイルとして記録媒体１２２に記録する処理であってもよい。
【００４５】
　操作部１１５は複数の操作部材を有する。各操作部材は、操作部材に対してユーザが行
った操作に応じた指示を、システム制御部１０１へ出力する。表示部１１１によって表示
された各種機能アイコンを選択する操作などに応じて、各操作部材に機能が割り当てられ
たり、各操作部材に割り当てられた機能が変更されたりする。操作部材に機能が割り当て
られることにより、例えば、操作部材は、割り当てられた機能を有する機能ボタンとして
作用する。機能ボタンとして、例えば、終了ボタン、戻るボタン、画像送りボタン、ジャ
ンプボタン、絞込みボタン、属性変更ボタン、等がある。例えば、Ｍｅｎｕボタン１２４
に対する操作に応じて、各種設定のためのメニュー画面が表示部１１１で表示される。そ
して、操作部１１５に対する操作に応じて、シャッター速度値の設定、絞り値の設定、露
出値の設定、等の各種設定が行われる。
【００４６】
　電源制御部１１９は、必要な電力（電圧、電流、等）を、デジタルカメラ１００の各機
能部へ供給する。本実施形態では、電源制御部１１９は、必要な電力を記録媒体１２２へ
も供給する。具体的には、電源制御部１１９は、電源検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、
電力が供給される機能部を切り替えるスイッチ回路、等を有する。電源検出回路は、デジ
タルカメラ１００に対する電源１２０の装着の有無、デジタルカメラ１００に装着された
電源１２０の種類、デジタルカメラ１００に装着された電源１２０である電池（バッテリ
ー）の残容量、等を検出する。また、電源制御部１１９は、上記検出の結果、システム制
御部１０１からの指示、等に基づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制御することにより、必要
な期間に、必要な電圧を、記録媒体１２２を含む各機能部へ供給する。
【００４７】
　なお、デジタルカメラ１００の機能部とは異なる機能部によって、記録媒体１２２への
電力の供給が行われてもよい。例えば、記録媒体（記憶装置）１２２が、自身のための電
源を有していてもよい。



(10) JP 6957143 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

【００４８】
　電源１２０は、デジタルカメラ１００に対して着脱可能な電源である。電源１２０とし
て、例えば、一次電池、二次電池、ＡＣアダプター、等を用いることができる。一次電池
として、アルカリ電池、リチウム電池、等があり、二次電池として、ＮｉＣｄ電池、Ｎｉ
ＭＨ電池、Ｌｉ－ｉｏｎ電池、等がある。
【００４９】
　電源スイッチ１１８は、電源スイッチ１１８に対してユーザが行った操作に応じて、デ
ジタルカメラ１００の状態の切り替えのための指示を、システム制御部１０１へ出力する
。具体的には、デジタルカメラ１００が起動していない場合には、電源スイッチ１１８は
、電源スイッチ１１８に対する操作に応じて、デジタルカメラ１００の起動のための指示
を、システム制御部１０１へ出力する。そして、システム制御部１０１は、デジタルカメ
ラ１００を起動する処理を行う。例えば、システム制御部１０１は、電力供給の開始を電
源制御部１１９へ出力する。そして、電源制御部１１９は、デジタルカメラ１００の各機
能部に対する電力の供給を開始する。デジタルカメラ１００が起動している場合には、電
源スイッチ１１８は、電源スイッチ１１８に対する操作に応じて、デジタルカメラ１００
の停止のための指示を、システム制御部１０１へ出力する。そして、システム制御部１０
１は、デジタルカメラ１００を停止する処理を行う。例えば、システム制御部１０１は、
電力供給の終了を電源制御部１１９へ出力する。そして、電源制御部１１９は、デジタル
カメラ１００の各機能部に対する電力の供給を終了する。
【００５０】
　上述したように、デジタルカメラ１００は、設定されたインターバル時間おきに記録処
理を行う繰り返し記録処理を実行可能である。図３（Ａ）～３（Ｇ）を用いて、繰り返し
記録処理に関する設定の一例について説明する。図３（Ａ）～３（Ｇ）は、繰り返し記録
処理に関する設定画面の一例を示す。例えば、Ｍｅｎｕボタン１２４、操作部１１５、等
から出力された指示に応じてシステム制御部１０１がメモリ制御部１０８の処理を制御す
ることにより、図３（Ａ）～３（Ｇ）の設定画面が表示される。
【００５１】
　ユーザがＭｅｎｕボタン１２４を押下すると、図３（Ａ）の設定画面（メニュー画面）
が表示される。図３（Ａ）の設定画面は、１種類以上の設定のための項目（大まかな項目
）を複数含む。具体的には、ＡＦ処理の方式に関する設定のための項目である「ＡＦ方式
」、繰り返し記録処理に関する設定のための項目である「タイムラプス動画（３００）」
、各種撮像パラメータに関する設定のための項目である「撮影情報表示設定」、等を含む
。
【００５２】
　ユーザが、操作部１１５を用いて、タイムラプス動画３００を選択する操作を図３（Ａ
）の設定画面に対して行うと、表示された設定画面が、図３（Ａ）の設定画面から図３（
Ｂ）の設定画面へ切り替えられる。図３（Ｂ）の設定画面は、繰り返し記録処理に関する
複数の設定にそれぞれ対応する複数の項目を含む。具体的には、「タイムラプス撮影（３
０１）」、「撮影間隔（３０２）」、「撮影回数（３０３）」、「自動露出（３０４）」
、「液晶の自動消灯（３０５）」、等を含む。タイムラプス撮影３０１は、繰り返し記録
処理を行うか否かの設定のための項目である。撮影間隔３０２は、インターバル時間の設
定のための項目である。撮影回数３０３は、繰り返し記録処理における撮影（記録処理）
の回数の設定のための項目である。自動露出３０４は、フレーム毎にＡＥ処理を行うか否
かの設定のための項目である。液晶の自動消灯３０５は、繰り返し記録処理において表示
部１１１の消灯を自動で行うか否かの設定のための項目である。
【００５３】
　ユーザが、操作部１１５を用いて、タイムラプス撮影３０１を選択する操作を図３（Ｂ
）の設定画面に対して行うと、表示された設定画面が、図３（Ｂ）の設定画面から図３（
Ｃ）の設定画面へ切り替えられる。ユーザが、操作部１１５を用いて、図３（Ｃ）の設定
画面における操作領域３０６に対して操作を行うと、当該操作に応じた指示が操作部１１
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５からシステム制御部１０１へ出力される。そして、システム制御部１０１が、操作部１
１５からの指示に応じて、繰り返し記録処理を行うか否かがを設定する。
【００５４】
　所定の条件が満たされた場合に、表示された設定画面が、図３（Ｂ）の設定画面へ戻さ
れる。例えば、表示された設定画面を用いた設定が行われた場合、前の設定画面へ表示を
戻す操作が行われた場合、設定画面が表示されてから所定時間が経過した場合、等におい
て、表示された設定画面が、図３（Ｂ）の設定画面へ戻される。
【００５５】
　ユーザが、操作部１１５を用いて、撮影間隔３０２を選択する操作を図３（Ｂ）の設定
画面に対して行うと、表示された設定画面が、図３（Ｂ）の設定画面から図３（Ｄ）の設
定画面へ切り替えられる。ユーザが、操作部１１５を用いて、図３（Ｄ）の設定画面にお
ける操作領域３０７に対して操作を行うと、当該操作に応じた指示が操作部１１５からシ
ステム制御部１０１へ出力される。そして、システム制御部１０１が、操作部１１５から
の指示に応じて、インターバル時間を設定する。インターバル時間の範囲は特に限定され
ないが、本実施形態では、１秒から９９時間５９分５９秒までのインターバル時間を設定
できる。
【００５６】
　ユーザが、操作部１１５を用いて、撮影回数３０３を選択する操作を図３（Ｂ）の設定
画面に対して行うと、表示された設定画面が、図３（Ｂ）の設定画面から図３（Ｅ）の設
定画面へ切り替えられる。ユーザが、操作部１１５を用いて、図３（Ｅ）の設定画面にお
ける操作領域３０８に対して操作を行うと、当該操作に応じた指示が操作部１１５からシ
ステム制御部１０１へ出力される。そして、システム制御部１０１が、操作部１１５から
の指示に応じて、繰り返し記録処理における撮影の回数（繰り返し記録処理における記録
処理の回数；繰り返し撮影回数）を設定する。本実施形態では、設定された繰り返し撮影
回数の撮影が繰り返し記録処理で行われると、繰り返し記録処理が自動で終了する。繰り
返し撮影回数の範囲は特に限定されないが、本実施形態では、１回から３６００回までの
繰り返し撮影回数を設定できる。
【００５７】
　繰り返し記録処理に関する設定画面（図３（Ｂ）の設定画面など）では、繰り返し記録
処理に要する時間（繰り返し撮影時間）が、撮影時間表示領域３１１に表示される。繰り
返し撮影時間は、インターバル時間の設定値と繰り返し撮影回数の設定値とに応じて決ま
る。具体的には、設定されたインターバル時間を、設定された繰り返し撮影回数から１を
減算した回数を乗算することにより、繰り返し撮影時間が算出される。繰り返し撮影時間
は、例えば、システム制御部１０１によって算出される。設定画面において、インターバ
ル時間の設定値と繰り返し撮影回数の設定値との少なくともいずれかが更新されると、繰
り返し撮影時間の表示も更新される。
【００５８】
　ユーザが、操作部１１５を用いて、自動露出３０４を選択する操作を図３（Ｂ）の設定
画面に対して行うと、表示された設定画面が、図３（Ｂ）の設定画面から図３（Ｆ）の設
定画面へ切り替えられる。ユーザが、操作部１１５を用いて、図３（Ｆ）の設定画面にお
ける操作領域３０９に対して操作を行うと、当該操作に応じた指示が操作部１１５からシ
ステム制御部１０１へ出力される。そして、システム制御部１０１が、操作部１１５から
の指示に応じて、フレーム毎にＡＥ処理を行うか否かを設定する。
【００５９】
　ユーザが、操作部１１５を用いて、液晶の自動消灯３０５を選択する操作を図３（Ｂ）
の設定画面に対して行うと、表示された設定画面が、図３（Ｂ）の設定画面から図３（Ｇ
）の設定画面へ切り替えられる。ユーザが、操作部１１５を用いて、図３（Ｇ）の設定画
面における操作領域３１０に対して操作を行うと、当該操作に応じた指示が操作部１１５
からシステム制御部１０１へ出力される。そして、システム制御部１０１が、操作部１１
５からの指示に応じて、繰り返し記録処理において表示部１１１の消灯を自動で行うか否
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かを設定する。本実施形態では、表示部１１１を自動で消灯するまでの時間は５秒である
。具体的には、表示部１１１の消灯を自動で行う設定がされている場合に、撮影（記録処
理）が終了したタイミングから５秒が経過したタイミングで、表示部１１１が自動で消灯
される。表示部１１１の消灯を自動で行わない設定がされている場合には、表示部１１１
は自動では消灯されない。なお、表示部１１１を自動で消灯するまでの時間は５秒より長
くても短くてもよい。
【００６０】
　図４（Ａ）を用いて、繰り返し記録処理の実行のための操作を待つ状態で表示される画
面（待機画面）の一例を説明する。動画記録モードが設定されており且つ繰り返し記録処
理を行う設定がされている場合に、図４（Ａ）の待機画面が表示される。例えば、動画記
録モードが設定されており且つ繰り返し記録処理を行う設定がされている状態で、設定画
面を消去するための操作がユーザによって行われると、設定画面から図４（Ａ）の待機画
面へ表示が切り替えられる。図４（Ａ）の待機画面では、ライブビュー画像に重ねて、モ
ードアイコン４０１、設定された繰り返し撮影回数４０２、設定された繰り返し撮影時間
４０３、設定されたインターバル時間４０４、等が表示される。モードアイコン４０１は
、繰り返し記録処理を行う設定がされていることを示す。
【００６１】
　繰り返し記録処理について、大まかに説明する。図４（Ａ）の待機画面が表示されてい
る状態で、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３からの動画撮影開始通知をシステム
制御部１０１が受けると、システム制御部１０１は、繰り返し記録処理に関する各種設定
値を、不揮発性メモリ１１４から読み出す。そして、システム制御部１０１は、読み出し
た各種設定値（インターバル時間、繰り返し撮影回数、フレーム毎のＡＥ処理の実行／非
実行、表示部１１１の自動消灯の実行／非実行、等）に基づく繰り返し記録処理を開始す
る。
【００６２】
　繰り返し記録処理が開始された後、システム制御部１０１が、システムタイマー１１２
を用いた計時に基づいた制御をすることにより、インターバル時間おきに画像取り込み通
知を発行し、撮影（記録処理）を行う。すなわち、インターバル時間おきに撮影が行われ
る。各撮影では、撮像部１０６での露光、撮像部１０６からの撮像画像データ（アナログ
信号）の読み出し、記録媒体１２２への撮像画像（デジタル信号）の書き込み、等が行わ
れる。本実施形態では、所定のフレームレートのタイムラプス動画が生成されるように、
撮像画像が、タイムラプス動画の１フレームとして記録媒体１２２に書き込まれる。
【００６３】
　繰り返し記録処理での各撮影（各フレーム画像の撮像）では、フレーム毎のＡＥ処理の
実行／非実行の設定に応じた露出値を用いた撮影を行う。
【００６４】
　フレーム毎のＡＥ処理を行わない設定がされている場合には、繰り返し記録処理におけ
る１回目の撮影において、ＡＥ処理によって自動的に露出値が決定され、決定された露出
値を用いて撮影を行う。そして、繰り返し記録処理における２回目以降の撮影において、
繰り返し記録処理における１回目の撮影において使用された露出値を用いて撮影を行う。
なお、フレーム毎のＡＥ処理を行わない設定がされている場合において、１回目の撮影の
露出値は、予め設定された露出値であってもよい。
【００６５】
　フレーム毎のＡＥ処理を行う設定がされている場合には、繰り返し記録処理における各
撮影において、ＡＥ処理によって露出値が決定され、決定された露出値を用いて撮影を行
う。ＡＥ処理では、ライブビュー画像に対して測光を行い（すなわち、ライブビュー画像
における測光範囲の明るさを取得する）、測光結果に基づいて絞り、シャッター速度等の
露出値を決定する。本実施形態では、繰り返し記録処理における各撮影の少し前に画像取
り込み前通知が発行される。そして、画像取り込み前通知の発行に応じてＡＥ処理が行わ
れる。画像取り込み前通知は、撮影（記録処理）が行われないインターバル期間に発行さ
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れる。具体的には、画像取り込み前通知は、画像取り込み通知が発行されたタイミングか
ら、次の画像取り込み通知が発行されるタイミングまでの期間に発行される。画像取り込
み通知が発行されたタイミングで、ＡＥ処理が完了しておらず、露出値が決定されていな
い場合には、意図した露出値での撮像が行われないため、撮影がスキップされる。即ち、
画像取り込み通知に応じた撮影が省略される。
【００６６】
　撮影の後に、表示部１１１の自動消灯の実行／非実行の設定に応じた処理が行われる。
表示部１１１の消灯を自動で行う設定がされている場合には、撮影が終了したタイミング
から５秒が経過したタイミングで、表示部１１１を消灯する処理が行われる。表示部１１
１の消灯を自動で行わない設定がされている場合には、表示部１１１を自動で消灯する上
記処理は行われない。
【００６７】
　また、本実施形態では、繰り返し記録期間（１回の撮影開始操作による繰り返し記録処
理における最初の撮影から最後の撮影までの期間）において、Ｉｎｆｏボタン１２５に対
する操作に応じて、表示部１１１の点灯状態と消灯状態とを切り替える。点灯状態は、表
示部１１１が点灯している状態であり、消灯状態は、表示部１１１が消灯している状態で
ある。本実施形態では、点灯状態で行われたＩｎｆｏボタン１２５に対する操作（第１操
作）に応じて、表示部１１１を消灯する消灯処理が行われる。そして、消灯状態で行われ
たＩｎｆｏボタン１２５に対する操作（第２操作）に応じて、表示部１１１を点灯する点
灯処理が行われる。消灯処理は、「点灯状態から消灯状態へ表示部１１１の状態を切り替
える処理」とも言え、点灯処理は、「消灯状態から点灯状態へ表示部１１１の状態を切り
替える処理」とも言える。なお、第１操作は、第２操作のための操作部とは異なる操作部
を用いた操作であってもよい。
【００６８】
　そして、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３が操作された場合、または、繰り返
し記録処理で行われた撮影の回数が繰り返し撮影回数に達した場合に、繰り返し記録処理
が終了される。
【００６９】
　図４（Ｂ）を用いて、繰り返し記録期間に表示される画面（撮影画面）の一例を説明す
る。繰り返し記録処理が開始されると、図４（Ａ）の待機画面から図４（Ｂ）の撮影画面
へ表示が切り替えられる。図４（Ｂ）の撮影画面では、ライブビュー画像に重ねて、繰り
返し記録処理における残りの撮影（記録処理）の回数４０５と、通知画像（テキスト）４
０６とが表示される。通知画像４０６は、Ｉｎｆｏボタン１２５に対する操作に応じて表
示部１１１の状態が点灯状態と消灯状態との間で切り替えられることを示す。
【００７０】
　図５（Ａ），５（Ｂ）を用いて、本実施形態において解決される課題の一例を説明する
。タイムラプス動画を生成する場合などにおいて、繰り返し記録期間が長かったり、繰り
返し撮影回数が多かったりする。そのため、繰り返し記録期間において、デジタルカメラ
１００の消費電力は小さいことが好ましい。特に、デジタルカメラ１００が電池で駆動さ
れる場合において、繰り返し記録期間における消費電力は小さいことが好ましい。デジタ
ルカメラ１００が電池で駆動される場合には、デジタルカメラ１００の消費電力の増加に
より、実行可能な撮影（記録処理）の回数が低減されたり、デジタルカメラ１００を連続
して駆動できる時間が低減されたりする。そのため、デジタルカメラ１００の消費電力の
増加により、繰り返し撮影回数の上限、繰り返し撮影時間の上限、等が低減される。その
結果、デジタルカメラ１００の消費電力が大きい場合に、所望の繰り返し記録処理が行え
ない虞がある。例えば、１日の雲の流れを表すタイムラプス動画を得るためには、１０数
時間といった長い時間の繰り返し記録処理を行う必要がある。しかしながら、デジタルカ
メラ１００の消費電力が大きい場合には、１０数時間の繰り返し記録処理が完了する前に
電池の残容量が無くなり、１０数時間の繰り返し記録処理が行えない虞がある。したがっ
て、繰り返し記録期間における電力消費の低減は極めて重要である。
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【００７１】
　表示部１１１が消灯している場合には、ライブビュー画像が表示されない。そのため、
デジタルカメラ１００の消費電力をより低減するために、撮像部１０６の駆動を停止する
ことが好ましい。しかしながら、撮影を行うためには、撮像部１０６が駆動していること
が必要である。撮像部１０６の駆動が停止された場合には、インターバル時間おきの撮影
のために、画像取り込み通知の発行前に、画像取り込み前通知に応じて撮像部１０６を起
動する必要がある。さらに、フレーム毎のＡＥ処理を行う設定がされている場合には、画
像取り込み前通知に応じてＡＥ処理を行う必要があるため、撮像部１０６の起動とＡＥ処
理とのための処理時間が撮影前に必要となる。
【００７２】
　図５（Ａ）に示すように、インターバル時間（インターバル期間の長さ）が十分に長い
場合には、インターバル期間において、撮像部１０６の起動とＡＥ処理との両方を行うこ
とができる。そのため、問題無く撮影を行うことができる。しかしながら、図５（Ｂ）に
示すように、インターバル時間が短い場合には、撮影（画像取り込み通知の発行）が開始
するタイミングまでに、撮像部１０６の起動とＡＥ処理とが完了しない。そのため、撮影
を行うことができない。図５（Ｂ）には、撮影が開始するタイミングまでに撮像部１０６
の起動が完了しない例が示されているが、撮影が開始するタイミングまでに撮像部１０６
の起動が完了しても、撮影が開始するタイミングまでにＡＥ処理が完了しなければ、上記
課題は生じる。そのため、表示部１１１を消灯する場合であっても、撮像部１０６の駆動
は停止しないことが好ましい。しかしながら、撮像部１０６の駆動を停止しないことによ
り、デジタルカメラ１００の消費電力は増加する。そのため、時間が長い繰り返し記録処
理、繰り返し撮影回数が多い繰り返し記録処理、等が行えない虞がある。
【００７３】
　図６を用いて、本実施形態に係る繰り返し記録処理の一例を詳細に説明する。図６は、
本実施形態に係る繰り返し記録処理の処理フローの一例を示すフローチャート（フロー図
）である。図６の処理フローは、不揮発性メモリ１１４に記録されたプログラムをシステ
ム制御部１０１がシステムメモリ１１３に展開し、システムメモリ１１３に展開された当
該プログラムをシステム制御部１０１が実行することによって実現される。繰り返し記録
処理に関する各種設定が行われた後、繰り返し記録処理を開始するための操作に応じて、
図６の処理フローが開始される。本実施形態では、繰り返し記録処理を開始するための操
作は、待機画面が表示されている状態における、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２
３に対する操作である。以下では、繰り返し記録処理において記録媒体１２２に撮像画像
が記録される例を説明するが、メモリ１０９に撮像画像が記録されてもよい。
【００７４】
　まず、Ｓ６００にて、システム制御部１０１は、繰り返し記録処理における１回目の撮
影（記録処理）を行う。具体的には、システム制御部１０１は、現在撮像しているライブ
ビュー画像（以下、ＬＶ画像）に基づくＡＥ処理を行い、露出値（露出パラメータ）を決
定する。露出値は、シャッター速度（露光時間）、絞り、ＩＳＯ感度を含む。システム制
御部１０１は、決定した露出値で、シャッター１０５、撮像部１０６を制御して撮影処理
を行い、静止画像を撮像する。また、システム制御部１０１は、記録媒体１２２内に動画
ファイル（フレームの画像データが存在しない動画データ）を生成し、撮像された静止画
像を、生成した動画ファイルの１番目のフレームの画像として記録する。２回目以降の撮
影では、撮像された画像が、同じ動画ファイルの２番目以降のフレームの画像として、記
録媒体１２２に記録される。このように、撮像画像が動画ファイルに逐次追加される。
【００７５】
　また、システム制御部１０１は、決定した露出値をシステムメモリ１１３に記録する。
また、システム制御部１０１は、決定した露出値を、Ｓ６００の処理により記録される動
画ファイルの１フレーム目の属性情報として、記録媒体１２２の動画ファイルに記録する
。フレーム毎のＡＥ処理を行わない設定がされている場合には、システム制御部１０１は
、２回目以降の撮影において、Ｓ６００の処理において決定された露出値を、システムメ
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モリ１１３から読み出して使用（流用）する。フレーム毎のＡＥ処理を行う設定がされて
いる場合には、システム制御部１０１は、システムメモリ１１３に記録された露出値を、
逐次更新する。また、システム制御部１０１は、後述するＳ６１３～Ｓ６１８の処理と同
様の処理により、自動消灯通知のタイマーの設定、画像取り込み通知のタイマーの設定、
画像取り込み前通知のタイマーの設定、等を行う。その後、Ｓ６０１へ処理が進められる
。
【００７６】
　Ｓ６０１にて、システム制御部１０１は、ライブビュー表示／動画撮影ボタン１２３を
押下することによる動画撮影終了操作があったか否かを判断する。動画撮影終了操作があ
った場合はＳ６０２へ処理が進められ、そうでない場合にはＳ６０３へ処理が進められる
。
【００７７】
　Ｓ６０２にて、システム制御部１０１は、繰り返し記録処理を終了するための処理を行
う。例えば、撮像部１０６からの撮像画像の読み出しを停止する処理、動画ファイルの生
成を完了する処理（動画ファイルのクローズ処理）、等が行われる。そして、本処理フロ
ーが終了される。
【００７８】
　Ｓ６０３にて、システム制御部１０１は、画像取り込み前通知が発行されたか否かを判
断する。画像取り込み前通知は、繰り返し記録処理における次回の撮影の少し前に発行さ
れるコマンドである。前回の撮影からの経過時間をシステムタイマー１１２を用いて計測
し、経過時間が設定されたタイマー時間（後述する（Ｄ－Ｔｌ）または（Ｄ－Ｔｓ））に
達するとシステム制御部１０１が画像取り込み前通知を発行する。画像取り込み前通知が
発行された場合（すなわち、前回撮影からタイマー時間（Ｄ－Ｔｌ）または（Ｄ－Ｔｓ）
が経過した場合）はＳ６０４へ処理が進められ、そうでない場合にはＳ６１０へ処理が進
められる。
【００７９】
　Ｓ６０４にて、システム制御部１０１は、ＡＥ処理を行うか否かを判断する。フレーム
毎のＡＥ処理を行う設定がされている場合には、ＡＥ処理を行うと判断され、Ｓ６０５へ
処理が進められる。フレーム毎のＡＥ処理を行わない設定がされている場合には、ＡＥ処
理を行わないと判断され、Ｓ６０６へ処理が進められる。
【００８０】
　Ｓ６０５にて、システム制御部１０１は、システムメモリ１１３が記憶している露出値
をクリア（消去）して、Ｓ６０６へ処理を進める。
【００８１】
　Ｓ６０６にて、システム制御部１０１は、撮像部１０６が起動しているか否かを判断す
る。撮像部１０６が起動していない場合には、Ｓ６０７へ処理が進められる。撮像部１０
６が起動している場合には、Ｓ６０８へ処理が進められる。
【００８２】
　Ｓ６０７にて、システム制御部１０１は、撮像部１０６を起動する起動処理（第１処理
）を行う。例えば、システム制御部１０１は、撮像部１０６に対する電力の供給を開始す
る指示を、電源制御部１１９へ出力する。そして、電源制御部１１９は、システム制御部
１０１からの指示に応じて、撮像部１０６に対する電力の供給を開始する。それにより、
撮像部１０６が起動され、撮像部１０６が駆動され、ＬＶ画像の撮像が開始される。その
後、Ｓ６０８へ処理が進められる。起動処理は、「撮像部１０６が駆動されていない状態
から撮像部１０６が駆動されている状態へ撮像部１０６の状態を切り替える処理」とも言
える。
【００８３】
　Ｓ６０８にて、システム制御部１０１は、ＡＥ処理を行うか否かを判断する。フレーム
毎のＡＥ処理を行う設定がされている場合には、ＡＥ処理を行うと判断され、Ｓ６０９へ
処理が進められる。フレーム毎のＡＥ処理を行わない設定がされている場合には、ＡＥ処
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理を行わないと判断され、Ｓ６０１へ処理が戻される。
【００８４】
　Ｓ６０９にて、システム制御部１０１は、撮像されたＬＶ画像基づくＡＥ処理を行う。
これにより、現在の撮像画像（ＬＶ画像）に基づく露出値が決定される。そして、システ
ム制御部１０１は、決定した露出値をシステムメモリ１１３に記録する。それにより、シ
ステムメモリ１１３に記録された露出値が更新される。その後、Ｓ６０１へ処理が戻され
る。なお、Ｓ６０９の処理において、ＡＥ処理で使用される撮像画像は、Ｓ６０９の処理
が開始したタイミングで生成された撮像画像に限られない。例えば、Ｓ６０９の処理が開
始したタイミングから所定時間が経過したタイミングで生成された撮像画像、Ｓ６０９の
処理が開始したタイミングから所定時間を遡ったタイミングで生成された撮像画像、等が
、ＡＥ処理で使用されてもよい。
【００８５】
　上述したように、画像取り込み前通知はインターバル期間に発行される。そのため、本
実施形態では、インターバル期間において、撮像部１０６が駆動されていない場合に、シ
ステム制御部１０１は、起動処理、または、起動処理とＡＥ処理の組み合わせである第１
準備処理を実行する。また、インターバル期間において、撮像部１０６が駆動されている
場合に、システム制御部１０１は、ＡＥ処理である第２準備処理を実行し得る。なお、第
１準備処理と第２準備処理のそれぞれは、起動処理およびＡＥ処理とは異なる処理を含ん
でもよい。第２準備処理は、起動処理を含まない処理であればよい。撮像部１０６が駆動
されている場合に、フレーム毎のＡＥ処理を行うか否かに拘らずに、ＡＥ処理を含まない
第２準備処理が行われてもよい。
【００８６】
　Ｓ６１０にて、システム制御部１０１は、画像取り込み通知が発行されたか否かを判断
する。画像取り込み通知は、繰り返し記録処理における次回の撮影の直前に発行されるよ
うに、前回の撮影からの経過時間をシステムタイマー１１２を用いて計測し、経過時間が
設定されたインターバル時間Ｄに達するとシステム制御部１０１が発行するコマンドであ
る。画像取り込み通知が発行された場合（すなわち、前回撮影からインターバル時間Ｄが
経過した場合）はＳ６１１へ処理が進められ、そうでない場合はＳ６２０へ処理が進めら
れる。
【００８７】
　Ｓ６１１にて、システム制御部１０１は、システムメモリ１１３が露出値を記憶してい
るか否かを判断する。システムメモリ１１３が露出値を記憶している場合にはＳ６１２へ
処理が進められ、そうでない場合にはＳ６１５へ処理が進められる。なお、システムメモ
リ１１３が露出値を記憶していない場合には、Ｓ６１３へ処理が進められてもよい。
【００８８】
　Ｓ６１２にて、システム制御部１０１は、繰り返し記録処理における撮影（記録処理）
を行う。具体的には、システム制御部１０１は、システムメモリ１１３が記憶している露
出値で、シャッター１０５、撮像部１０６を制御して撮影処理を行い、静止画像を撮像す
る。そして、システム制御部１０１は、撮像された静止画像を、Ｓ６００で生成した既存
の動画ファイルの２番目以降の続きのフレームとして、記録媒体１２２に追加記録する。
また、システム制御部１０１は、Ｓ６１２の処理で使用した露出値を、Ｓ６１２の処理に
より記録される動画ファイルのフレームの属性情報として、記録媒体１２２の動画ファイ
ルに記録する。その後、Ｓ６１３へ処理が進められる。
【００８９】
　Ｓ６１３にて、システム制御部１０１は、表示部１１１の自動消灯の実行／非実行の設
定値に基づいて、表示部１１１の自動消灯のための処理を行うか否かを判断する。表示部
１１１の自動消灯を行う設定がされている場合には、Ｓ６１４へ処理が進められる。表示
部１１１の自動消灯を行わない設定がされている場合には、Ｓ６１５へ処理が進められる
。
【００９０】
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　Ｓ６１４にて、システム制御部１０１は、次の自動消灯通知のタイマーを設定して、計
測を開始する（タイマーをスタートする）。本実施形態では、「５秒」が自動消灯通知の
タイマーとして設定される。それにより、撮影（Ｓ６１２の処理）が終了したタイミング
から５秒が経過したタイミングで、自動消灯通知が発行されることとなる。そして、Ｓ６
１５へ処理が進められる。なお、既に前回以前の撮影で自動消灯通知のタイマーがスター
トしていた場合はこの処理は行わず、前回以前からのタイマーのカウントを継続する。す
なわち、５秒未満のインターバル時間であっても、撮影の度に自動消灯通知のタイマーが
更新されることはない。表示部１１１が点灯状態である状態での最初の撮影から５秒後に
消灯するようにタイマーのカウントが行われる。一方で、点灯状態において操作部１１５
に対する何らかの操作があった場合は、その時点で自動消灯通知のタイマーをリセットし
、再度カウントする（更新する）。すなわち、表示部１１１が点灯状態でのＮ回目の撮影
後に自動消灯通知のタイマーのカウント（５秒）を開始し、５秒のカウント途中で次のＮ
＋１回目の撮影が行われても、Ｎ回目の撮影から無操作の状態で５秒が経過したら消灯す
る。表示部１１１が点灯状態でのＮ回目の撮影後に自動消灯通知のタイマーのカウント（
５秒）を開始し、５秒のカウント途中で操作部１１５に対する何らかの操作があった場合
は、その操作から更に無操作の状態で５秒が経過したら消灯する。この場合は、Ｎ回目の
撮影から５秒を超えた時間が経過してからの消灯となる。すなわち、繰り返し記録処理に
おける記録処理あるいは記録処理のための撮像から所定時間が経過したタイミングで自動
消灯通知が発行され、表示部１１１が消灯する。あるいは、最後に行われた操作から無操
作の状態で所定時間が経過したタイミングで自動消灯通知が発行され、表示部１１１が消
灯する。
【００９１】
　Ｓ６１５にて、システム制御部１０１は、インターバル時間Ｄの設定値に基づいて、次
の画像取り込み通知のタイマーを設定して計測を開始する。本実施形態では、設定されて
いるインターバル時間Ｄが、画像取り込み通知のタイマーとして設定される。それにより
、撮影（Ｓ６１２の処理）のタイミングからインターバル時間Ｄが経過したタイミングで
、画像取り込み通知が発行されることとなる。そして、Ｓ６１６へ処理が進められる。
【００９２】
　Ｓ６１６にて、システム制御部１０１は、インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上である
か否かを判断する。インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上である場合には、Ｓ６１７へ処
理が進められる。インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ未満である場合には、Ｓ６１８へ処理
が進められる。本実施形態では、閾値Ｔｔｈは４０００ｍｓｅｃ（４秒）である。なお、
閾値Ｔｔｈは４０００ｍｓｅｃより長くても短くてもよい。閾値Ｔｔｈは、撮像起動時間
（起動処理に要する時間）と、ＡＥ想定最大時間（ＡＥ処理に要する時間の最大時間とし
て想定された時間）との和以上であり、且つ、後述する時間Ｔｌ以上であればよい。閾値
Ｔｔｈは時間Ｔｌと等しくてもよい。ＡＥ想定最大時間は、例えば、撮像画像における最
大輝度差が上限に一致する場合のＡＥ処理に要する時間として想定された時間である。閾
値Ｔｔｈは、予め定められた固定時間であってもよいし、ユーザによって行われた操作、
デジタルカメラ１００の状態、等に応じた時間であってもよい。
【００９３】
　Ｓ６１７にて、システム制御部１０１は、時間（Ｄ－Ｔｌ）を、次の画像取り込み前通
知が発行されるまでのタイマーとして、設定し、計測を開始する。それにより、撮影（Ｓ
６１２の処理）のタイミングから時間（Ｄ－Ｔｌ）が経過したタイミングで、画像取り込
み前通知が発行されることとなる。換言すれば、次の撮影が開始するタイミングから時間
Ｔｌを遡ったタイミングで、画像取り込み前通知が発行されることとなる。そして、Ｓ６
１９へ処理が進められる。本実施形態では、時間Ｔｌは３０００ｍｓｅｃである。なお、
時間Ｔｌは３０００ｍｓｅｃより長くても短くてもよい。時間Ｔｌは、撮像起動時間とＡ
Ｅ想定最大時間との和以上であり、且つ、閾値Ｔｔｈ以下であればよい。時間Ｔｌは、予
め定められた固定時間であってもよいし、ユーザによって行われた操作、デジタルカメラ
１００の状態、等に応じた時間であってもよい。
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【００９４】
　Ｓ６１８にて、システム制御部１０１は、時間（Ｄ－Ｔｓ）を、次の画像取り込み前通
知が発行されるまでのタイマーとして、設定し、計測を開始する。それにより、撮影（Ｓ
６１２の処理）のタイミングから時間（Ｄ－Ｔｓ）が経過したタイミングで、画像取り込
み前通知が発行されることとなる。換言すれば、次の撮影が開始するタイミングから時間
Ｔｓを遡ったタイミングで、画像取り込み前通知が発行されることとなる。そして、Ｓ６
１９へ処理が進められる。本実施形態では、時間Ｔｓは、通常ＡＥ想定時間以上であり、
且つ、時間Ｔｌ未満である。具体的には、時間Ｔｓは６００ｍｓｅｃである。なお、時間
Ｔｓは６００ｍｓｅｃより長くても短くてもよい。時間Ｔｓは、予め定められた固定時間
であってもよいし、ユーザによって行われた操作、デジタルカメラ１００の状態、等に応
じた時間であってもよい。通常ＡＥ想定時間は、ほとんどの場合においてＡＥ処理に要す
る時間が通常ＡＥ想定時間以下となるように定められた時間である。通常ＡＥ想定時間は
、「発生確率が閾値以上であるＡＥ処理に要する時間の最大時間として想定された時間」
とも言える。
【００９５】
　このように、本実施形態では、インターバル時間Ｄが長い場合に、インターバル時間Ｄ
が短い場合に比べ、準備処理が開始するタイミングから次の撮影が開始するタイミングま
での時間が長くなるように、画像取り込み前通知のタイマーが制御される。具体的には、
インターバル時間Ｄが閾値未満（閾値Ｔｔｈ未満）である場合には、準備処理が開始する
タイミングから次の撮影が開始するタイミングまでの時間として６００ｍｓｅｃが設定さ
れる。そして、インターバル時間Ｄが閾値以上（閾値Ｔｔｈ以上）である場合には、準備
処理が開始するタイミングから次の撮影が開始するタイミングまでの時間として４０００
ｍｓｅｃが設定される。このように、本実施形態では、準備処理が極力行えるように、イ
ンターバル時間Ｄに応じて、画像取り込み前通知のタイマーが制御される。準備処理は、
第１準備処理または第２準備処理である。
【００９６】
　Ｓ６１９にて、システム制御部１０１は、繰り返し撮影回数の設定値に基づいて、繰り
返し記録処理で行われた撮影の回数が繰り返し撮影回数に達したか否かを判断する。繰り
返し記録処理で行われた撮影の回数が繰り返し撮影回数に達した場合には、Ｓ６０２へ処
理が進められ、そうでない場合には、Ｓ６０１へ処理が戻される。
【００９７】
　Ｓ６２０にて、システム制御部１０１は、自動消灯通知が発行されたか否かを判断する
。自動消灯通知は、システムタイマー１１２で計測されているＳ６１４からの経過時間が
、自動消灯通知のタイマーの時間（５秒）に達するとシステム制御部１０１が発行するコ
マンドである。自動消灯通知が発行された場合（すなわち、前回撮影から自動消灯通知の
タイマー時間が経過した場合）はＳ６２３へ処理が進められ、そうでない場合はＳ６２１
へ処理が進められる。
【００９８】
　Ｓ６２１にて、システム制御部１０１は、Ｉｎｆｏボタン１２５が押下されたか否かを
判断する。Ｉｎｆｏボタン１２５が押下されると、Ｓ６２２へ処理が進められ、そうでな
い場合にはＳ６０１へ処理が戻される。
【００９９】
　Ｓ６２２にて、システム制御部１０１は、表示部１１１が点灯しているか否か（点灯状
態であるか否か）を判断する。表示部１１１が点灯している場合にはＳ６２３へ処理が進
められ、そうでない場合（表示部１１１が消灯している場合）にはＳ６２７へ処理が進め
られる。
【０１００】
　Ｓ６２３にて、システム制御部１０１は、撮像部１０６が起動しているか否かを判断す
る。撮像部１０６が起動している場合には、Ｓ６２４へ処理が進められ、そうでない場合
にはＳ６２６へ処理が進められる。
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【０１０１】
　Ｓ６２４にて、システム制御部１０１は、設定されているインターバル時間Ｄが閾値Ｔ
ｔｈ（４０００ｍｓｅｃ、特定の時間）以上であるか否かを判断する。インターバル時間
Ｄが閾値Ｔｔｈ以上（特定の時間以上）である場合には、Ｓ６２５へ処理が進められる。
インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ未満（特定の時間未満）である場合には、Ｓ６２６へ処
理が進められる。
【０１０２】
　Ｓ６２５にて、システム制御部１０１は、撮像部１０６の駆動を停止する処理（停止処
理）を行う。例えば、システム制御部１０１は、撮像部１０６に対する電力の供給を停止
する指示を、電源制御部１１９へ出力する。そして、電源制御部１１９は、システム制御
部１０１からの指示に応じて、撮像部１０６に対する電力の供給を停止する。それにより
、撮像部１０６の駆動が停止され、撮像部１０６が駆動されなくなり、ライブビュー画像
の撮像等は行われなくなる。これにより、撮像部１０６の駆動のための消費電力の分、デ
ジタルカメラ１００の消費電力を低減することができる。その後、Ｓ６２６へ処理が進め
られる。停止処理は、「撮像部１０６が駆動されている状態から撮像部１０６が駆動され
ていない状態へ撮像部１０６の状態を切り替える処理」とも言える。
【０１０３】
　Ｓ６２６にて、システム制御部１０１は、表示部１１１を消灯する消灯処理を行う。そ
して、Ｓ６０１へ処理が戻される。Ｓ６２６の処理により、表示部１１１で行われていた
ライブビュー表示が非表示となる。またこの処理により、表示部１１１の駆動のための消
費電力の分、デジタルカメラ１００の消費電力を低減することができる。このように、ユ
ーザによるライブビュー表示を非表示とする操作（消灯操作）が行われたタイミングでも
表示部１１１は消灯する。なお、Ｓ６２６の処理は、表示部１１１におけるライブビュー
表示を非表示として表示部１１１の消費電力を低減した状態（省電力状態）とする処理で
あればよく、消灯でなくとも、表示輝度（バックライト輝度）の低減（輝度低減）などで
もよい。また、自動消灯通知の発行に応じてＳ６２６の処理が行われる場合などにおいて
、Ｓ６２６の処理のタイミングで表示部１１１の状態が既に消灯状態（省電力状態）であ
ることがある。その場合には、Ｓ６２６の処理は省略される。
【０１０４】
　このように、本実施形態では、設定されているインターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上で
ある場合に、撮像部１０６の駆動停止処理と表示部１１１の消灯処理（省電力状態への移
行処理）が行われる。それにより、デジタルカメラ１００の消費電力を大幅に低減するこ
とができる。さらに、設定されているインターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ未満である場合に
も、表示部１１１の消灯処理が行われる。それにより、表示部１１１の駆動のための消費
電力の分、デジタルカメラ１００の消費電力を低減することができる。したがって、本実
施形態では、設定されているインターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上である場合にも、閾値
Ｔｔｈ未満である場合にも、デジタルカメラ１００の消費電力を低減することができる。
【０１０５】
　また、本実施形態では、設定されているインターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ未満である場
合には、撮像部１０６の駆動の停止処理は行われずに、現在のタイミングがインターバル
期間であっても撮像部１０６の駆動が継続される。そのため、インターバル時間Ｄが閾値
Ｔｔｈ未満である場合には、インターバル期間における起動処理（Ｓ６０７の起動処理）
は省略される。それにより、次の撮影のためにＡＥ処理を行う場合に、画像取り込み前通
知の発行後に、起動処理を待たずに速やかにＡＥ処理を開始することができる。従って準
備処理（Ｓ６０９のＡＥ処理）が次の撮影までに完了されない可能性を低減することがで
きる。また、次の撮影のタイミングで撮像部１０６が起動されていない可能性も無くなる
。設定されているインターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上である場合には、画像取り込み前
通知が発行されてから次の撮影までの時間が時間Ｔｌと十分に長い。そのため、準備処理
（Ｓ６０７の起動処理、Ｓ６０９のＡＥ処理、または、それら両方）が次の撮影までに完
了されない可能性は低い。
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【０１０６】
　なお、本実施形態では、撮像起動時間（撮像部１０６を起動する起動処理に要する時間
）が５００ｍｓｅｃであるとし、ＡＥ想定最大時間が１８００ｍｓｅｃであるとする。そ
のため、本実施形態では、撮像起動時間５００ｍｓｅｃとＡＥ想定最大時間１８００ｍｓ
ｅｃとの和である２３００ｍｓｅｃ以上である時間を、時間Ｔｌとして用いている。なお
、撮像起動時間は５００ｍｓｅｃより長くても短くてもよい。ＡＥ想定最大時間は１８０
０ｍｓｅｃより長くても短くてもよい。
【０１０７】
　なお、撮像起動時間と時間Ｔｓとの和以上である時間を、時間Ｔｌとして用いてもよい
。撮像起動時間と時間Ｔｓとの和以上であり、且つ、時間Ｔｌは、撮像起動時間とＡＥ想
定最大時間との和未満である時間を、時間Ｔｌとして用いてもよい。撮像起動時間と時間
Ｔｓとの和未満であり、且つ、時間Ｔｌは、撮像起動時間とＡＥ想定最大時間との和以上
である時間を、時間Ｔｌとして用いてもよい。
【０１０８】
　時間Ｔｌが短いほど、撮像部１０６の駆動が停止される期間は長い。即ち、時間Ｔｌが
短いほど、撮像部１０６の消費電力が低減される期間は長い。そのため、時間Ｔｌが、撮
像起動時間とＡＥ想定最大時間との和または撮像起動時間と時間Ｔｓとの和以上であれば
、時間Ｔｌは短いことが好ましい。
【０１０９】
　Ｓ６２７にて、システム制御部１０１は、撮像部１０６が起動しているか否かを判断す
る。撮像部１０６が起動していない場合にはＳ６２８へ処理が進められ、そうでない場合
にはＳ６２９へ処理が進められる。
【０１１０】
　Ｓ６２８にて、システム制御部１０１は、撮像部１０６を起動する起動処理を行う。こ
れによりライブビュー画像の撮像が開始される。そして、Ｓ６２９へ処理が進められる。
【０１１１】
　Ｓ６２９にて、システム制御部１０１は、表示部１１１を点灯する点灯処理を行う。そ
れにより、ライブビュー表示が開始（再開）される。このように、表示部１１１が消灯状
態であった場合にＩｎｆｏボタン１２５の押下（表示指示操作）があると、表示部１１１
が点灯する。なお、省電状態として消灯ではなく表示部１１１が輝度低減状態であった場
合にＩｎｆｏボタン１２５の押下（表示指示操作）があった場合は、表示部１１１の輝度
を復帰させるものとする。
【０１１２】
　このように、本実施形態では、表示部１１１が点灯している期間において、ライブビュ
ー表示が行われる。そして、ライブビュー表示を開始すべきタイミングで撮像部１０６が
起動していない場合に、Ｓ６２８の処理により、撮像部１０６が起動される。そのため、
ライブビュー表示が行われるライブビュー期間において、現在のタイミングがインターバ
ル期間に含まれていても、撮像部１０６が駆動される。その結果、ライブビュー期間にラ
イブビュー表示を行うことができる。
【０１１３】
　本実施形態では、Ｓ６２０～Ｓ６２９の処理は、インターバル期間に行われる。具体的
には、撮像（記録処理）が完了したタイミングから、次の画像取り込み前通知が発行され
るタイミングまでの期間において、Ｓ６２０～Ｓ６２９の処理が行われる。
【０１１４】
　本実施形態の効果の一例を、図５（Ｃ）を用いて説明する。図５（Ｃ）は、インターバ
ル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上である場合の例を示し、図５（Ｄ）は、インターバル時間Ｄが
閾値Ｔｔｈ未満である場合の例を示す。
【０１１５】
　インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上である場合には、図５（Ｃ）に示すように、表示
部１１１の消灯とともに、撮像部１０６の駆動も停止される。そのため、デジタルカメラ
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１００の消費電力を大幅に低減することができる。そして、インターバル時間Ｄが閾値Ｔ
ｔｈ以上である場合には、起動処理とＡＥ処理のための時間として、十分に長い時間を取
れるように、次回撮影から時間Ｔｌ前に画像取り込み前通知を発行する。その結果、イン
ターバル期間に起動処理とＡＥ処理を（高確率で）完了することができ、所望のタイミン
グでの撮影を（高確率で）行うことができる。
【０１１６】
　また、インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ未満である場合にも、図５（Ｄ）に示すように
、表示部１１１が消灯される。そのため、デジタルカメラ１００の消費電力を低減するこ
とができる。そして、インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ未満である場合には、表示部１１
１が消灯されても、撮像部１０６の駆動は停止されない。そのため、インターバル期間に
起動処理を行う必要は無い。従って、撮像部１０６の起動処理を除いたＡＥ処理のために
十分な時間を取れるように、次回撮影から時間Ｔｓ（時間Ｔｌより短い）前に画像取り込
み前通知を発行する。その結果、インターバル期間にＡＥ処理を（高確率で）完了するこ
とができ、所望のタイミングでの撮影を（高確率で）行うことができる。
【０１１７】
　以上述べたように、本実施形態によれば、インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上である
繰り返し記録処理が行われる場合に、表示部１１１の消費電力が低減され、インターバル
期間に撮像部１０６の駆動が停止される。そして、インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ未満
である繰り返し記録処理が行われる場合に、表示部１１１の消費電力が低減され、現在の
タイミングがインターバル期間に含まれるか否かに拘らずに撮像部１０６が駆動される。
それにより、繰り返し記録期間において、デジタルカメラ１００の消費電力の低減と、所
望のタイミングでの撮影（記録処理）の実行とを好適に両立させることができる。
【０１１８】
　なお、本実施形態では、時間Ｔｓは、ＡＥ想定最大時間１８００ｍｓｅｃよりも短い６
００ｍｓｅｃである。そのため、時間Ｔｓよりも長い時間がＡＥ処理に必要とされ、次回
の撮影までにＡＥ処理が完了されないこともあり得る。しかしながら、インターバル時間
ＤがＴｔｈ未満と短い場合は、インターバル時間Ｄが長い場合よりは被写体の明るさの変
化が少ないことがほとんどである。例えば、インターバル時間Ｄが１２時間と長ければ、
Ｎ回目の撮影が昼で明るく、次回のＮ＋１回目の撮影が夜であり暗く、輝度差が大きいた
めＡＥ処理に時間がかかることがあり得る。しかしインターバル時間ＤがＴｔｈ（本実施
形態では４秒）未満である場合には、昼と夜のように輝度差の大きい被写体を撮影してい
るケースであることは少ない。すなわち、インターバル時間ＤがＴｔｈ未満である場合は
、ほとんどの場合において、ＡＥ処理に要する時間は時間Ｔｓ以下で済むため、ＡＥ処理
に要する時間が時間Ｔｓよりも長い状況が頻繁に生じることはない。さらに、時間Ｔｓが
使用される場合には、インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ未満であるため、撮像部１０６の
駆動は停止されない。そのため、ＡＥ処理に要する時間が時間Ｔｓよりも長い状況が生じ
たとしても、ほとんどの場合において、次々回の撮影までにＡＥ処理が完了する。したが
って、何フレームも撮影がスキップされること極めて稀であり、ＡＥ処理に要する時間が
時間Ｔｓよりも長い状況が繰り返し記録処理に及ぼす影響は軽微である。
【０１１９】
　なお、Ｓ６２３の処理とＳ６２４の処理との間に、システム制御部１０１が、フレーム
毎のＡＥ処理を行う設定がされているか否かを判断してもよい。そして、フレーム毎のＡ
Ｅ処理を行う設定がされている場合に、Ｓ６２４へ処理が進められ、フレーム毎のＡＥ処
理を行わない設定されている場合に、Ｓ６２４の処理が省略され、Ｓ６２５へ処理が進め
られてもよい。即ち、ＡＥ処理（第２処理）が行われない場合に、インターバル時間Ｄが
閾値Ｔｔｈ以上であるか否かに拘らずに、インターバル期間に撮像部１０６の駆動の停止
処理が行われてもよい。それにより、デジタルカメラ１００の消費電力をより低減するこ
とができる。ＡＥ処理が行われない場合には、準備処理（起動処理）に要する時間は短い
ため、インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上であるか否かに拘らず、インターバル期間に
準備処理を高確率で完了することができ、所望のタイミングでの撮影を高確率で行うこと
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ができる。
【０１２０】
　なお、Ｓ６１５の処理とＳ６１６の処理との間に、システム制御部１０１が、フレーム
毎のＡＥ処理を行う設定がされているか否かを判断してもよい。そして、フレーム毎のＡ
Ｅ処理を行う設定がされている場合に、Ｓ６１６へ処理が進められ、フレーム毎のＡＥ処
理を行わない設定がされている場合に、Ｓ６１６～Ｓ６１８の処理の代わりに他の処理が
行われてもよい。
【０１２１】
　具体的には、フレーム毎のＡＥ処理を行わない設定がされている場合に、システム制御
部１０１が、インターバル時間Ｄが閾値Ｔｔｈ以上であるか否かに拘らずに、時間（Ｄ－
Ｔｘ）を、次の画像取り込み前通知のタイマーとして設定してもよい。それにより、次の
撮影が開始するタイミングから時間Ｔｘを遡ったタイミングで、画像取り込み前通知が発
行され、必要に応じて準備処理が開始されることとなる。ここで、時間Ｔｘとしては、時
間Ｔｌよりも短い時間が使用される。時間Ｔｘは時間Ｔｓと同じであっても異なっていて
もよい。これにより、Ｓ６０９のＡＥ処理が行われない場合において、ＡＥ処理のための
早めのタイミング（撮影が開始するタイミングから時間Ｔｌを遡ったタイミング）でＳ６
０７の起動処理が行われることを抑制することができる。その結果、起動処理が早めに行
われることによる消費電力の増大を防ぐことができる。
【０１２２】
　なお、時間Ｔｌと時間Ｔｓの少なくとも一方が、インターバル時間Ｄに応じて変更され
てもよい。例えば、インターバル時間Ｄが長い場合に、インターバル時間Ｄが短い場合に
比べ長い時間が、時間Ｔｓとして使用されてもよい。具体的には、インターバル時間Ｄが
閾値Ｔｔｈ未満である場合には、なるべく早めにＡＥ処理が開始されることにより、次の
撮影までにＡＥ処理がされない可能性を低減することができる。そのため、Ｓ６１８にお
いて、時間Ｔｓ＝Ｄ－ｄが使用されてもよい。即ち、Ｓ６１８において、時間ｄが、次の
画像取り込み前通知のタイマーとして設定されてもよい。時間ｄは、０ｍｓｅｃ以上の時
間であり、例えば約５０ｍｓｅｃである。時間ｄは、例えば、次のＡＥ処理の開始までに
要する時間である。時間ｄは、０ｍｓｅｃであってもよい。時間ｄが０ｍｓｅｃである場
合には、システムタイマー１１２は、画像取り込み前通知のタイマーが設定された後、カ
ウント（時間の計測）を行わずに、直ちに画像取り込み前通知を発行する。そして、Ｓ６
０４へ処理が進められ、早めのタイミングでＡＥ処理が開始される。時間Ｔｌについても
、同様である。
【０１２３】
　なお、本実施形態では、繰り返し記録処理によってタイムラプス動画が記録媒体１２２
に記録される例を説明したが、これに限られない。例えば、繰り返し記録処理における複
数の撮影（記録処理）のそれぞれにおいて、撮像画像が静止画として記録媒体１２２に記
録されてもよい。即ち、繰り返し記録処理における複数の撮影に対応する複数の撮像画像
が、複数の静止画（複数の静止画ファイル、あるいは複数の静止画を含む単一の画像ファ
イル）として記録媒体１２２に記録されてもよい。
【０１２４】
　なお、本実施形態では、ユーザによる操作が行われたタイミングと、撮影が終了したタ
イミングから５秒が経過したタイミングとで、Ｓ６２５の停止処理、Ｓ６２６の消灯処理
、等が行われる例を説明した。具体的には、自動消灯通知の発行に応じたタイミングと、
Ｉｎｆｏボタン通知の発行に応じたタイミングとで、Ｓ６２５の停止処理、Ｓ６２６の消
灯処理、等が行われる例を説明した。しかしながら、Ｓ６２５の停止処理、Ｓ６２６の消
灯処理、等が行われるタイミングは、これらに限られない。Ｓ６２５の停止処理、Ｓ６２
６の消灯処理、等が行われるタイミングは、自動消灯通知の発行に応じたタイミングと、
Ｉｎｆｏボタン通知の発行に応じたタイミングとの少なくとも一方を含んでいなくてもよ
い。Ｓ６２５の停止処理、Ｓ６２６の消灯処理、等が行われるタイミングは、他の所定の
タイミングを含んでいてもよい。Ｓ６２５の停止処理は、Ｓ６２６の消灯処理のための通
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インターバル期間とは異なる期間に消灯処理が行われてもよい。ライブビュー表示が行わ
れない場合には、撮影（記録処理）が行われる度に、撮影が終了したタイミングで停止処
理が行われてもよい。それにより、デジタルカメラ１００の消費電力をより低減すること
ができる。
【０１２５】
　なお、本実施形態では、表示部１１１の消費電力の低減が、表示部１１１の消灯である
例を説明したが、これに限られない。例えば、表示部１１１の消費電力の低減は、表示部
１１１の輝度（表示輝度）の低減であってもよい。発光部と変調パネルとの組み合わせが
表示部１１１として使用される場合には、発光部の発光輝度を低減することにより、表示
輝度を低減することができる。自発光型の表示素子を有する表示パネルが表示部１１１と
して使用される場合には、表示素子の発光輝度を低減することにより、表示輝度を低減す
ることができる。表示部１１１の消費電力の低減は、表示部１１１によって表示された画
像（表示画像）の色数、輝度数、コントラスト、階調性、等の低減であってもよい。
【０１２６】
　なお、システム制御部１０１が行うものとして説明した各種制御は、１つのハードウェ
アによって行われてもより、複数のハードウェアによって分担されて実行されてもよい。
また、上記実施形態はあくまで一例であり、本発明は上記実施形態に限られない。本発明
の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発明に含まれる。
【０１２７】
　なお、本実施形態においては、本発明をデジタルカメラに適用した場合の例を説明した
が、本発明は、撮像部と表示部を有する撮像装置であれば適用可能である。例えば、撮像
部と表示部を有するパーソナルコンピュータ、ＰＤＡ、携帯電話端末（スマートフォン含
む）等に本発明を適用可能である。また、撮像部と表示部を有する携帯型の画像ビューワ
、プリンタ装置、デジタルフォトフレーム、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子ブックリー
ダー、タブレット端末、投影装置、家電装置、車載装置、等にも本発明は適用可能である
。
【０１２８】
　（その他の実施例）
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また
、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【０１２９】
　１００：デジタルカメラ　１０１：システム制御部　１０６：撮像部
　１０８：メモリ制御部　１１１：表示部
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